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豊橋創造大学短期大学部聴講生規程 

 
制定  

平成16年 4月 1日 

改正  

平成20年 4月 1日 

 

（目的） 

第１条 この規程は、豊橋創造大学短期大学部学則（以下「学則」という）第44条及び第50条の２の規定に

基づき、聴講生の取扱いを定めることを目的とする。 

（聴講生の定義） 

第２条 聴講生とは、次の各号の一に該当する者をいう。 

(1) 本学の学生以外の者（以下「学外者」という）で1科目又は数科目を履修し、その単位の修得を目

的としない者 

(2) 本学の在籍者で1科目又は数科目を履修し、その単位の修得を目的としない者 

（聴講の資格） 

第３条 聴講生を願い出ることができる者は、次の各号の一に該当する者をいう。 

(1) 高等学校を卒業した者又は同等程度の学力を有する者で学習意欲のある者 

(2) 本学の在籍者で学習意欲のある者 

（聴講科目の範囲及び単位数） 

第４条 聴講できる科目の範囲及び単位数は、本学の開設する授業科目の中で指定する科目及び単位数とす

る。 

（学生数） 

第５条 聴講生を受け入れる学生数は、本学学生の単位の修得に支障を来さない範囲の人数とする。 

（聴講の手続き） 

第６条 聴講生を願い出る者は、所定の期日までに次の書類を提出しなければならない。ただし、本学の在

籍者については、第1号の書類のみ提出することとする。 

(1) 聴講生願書（様式１） 

(2) 履歴書（所定の様式による、写真添付） 

(3) 聴講生手数料払込金受取書等（様式３） 

(4) 外国人にあっては、聴講期間を満たす在留資格を有することを証明する書類 

(5) その他指定する書類 

（聴講の許可） 

第７条 聴講を願い出た者があるときは、書類の提出を確認のうえ、聴講を許可する。 

（聴講料の納入） 

第８条 聴講を許可された者は、所定の期日までに聴講料を納入しなければならない。 

２ 聴講料については別表にこれを定める。ただし、実習費等の諸経費については聴講生の負担とし、別途

徴収する場合がある。 

（聴講の期間） 

第９条 聴講生の履修期間は、春学期又は秋学期若しくは両学期にまたがる期間の何れかの期間とし、一年

以内とする。 

２ 引き続き履修を希望する者は、改めて願い出て許可を受けなければならない。 

３ 前項の願い出は、学外者については第６条の第2号の書類提出は不要とする。本学の在籍者については第

6条の第１号の書類のみ提出する。 

（聴講科目の登録） 

第１０条 聴講生は、学期の初めに聴講科目の登録をしなければならない。 

（聴講許可証の交付） 

第１１条 聴講生として許可された者には、「聴講許可証」（様式２）を交付する。 

（単位の認定） 

第１２条 聴講生は、登録した科目の試験を受けることはできるが単位の認定はできない。 

２ 所定の出席を修め、聴講生本人から申し出があった場合には、聴講修了を証明する修了証を発行する場

合がある。 

（聴講許可の取消し） 

第１３条 聴講生としての本分に反する行為があった場合は、聴講を取り消すことがある。 

（その他） 
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第１４条 聴講生の利用できる設備と施設については、次の各号のとおりとする。ただし、本学の在籍者に

ついては本学の設備と施設を全て利用することができる。 

(1) 図書館…図書館で所定の手続き後に利用できる 

(2) 売店・食堂…現金による購入方法により利用できる 

(3) 学内LAN・パソコン利用…教務課にIDとパスワードの申請を行い利用する 

(4) 駐車場…学生課で所定の手続きを行い利用する 

(5) その他の設備・施設の利用に関しては、庶務課に申し出て許可を得てから利用する 

附則 

  この規程は、平成16年４月１日から施行する。 

附則 

  この規程は、平成20年4月1日から施行する。 
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【別表】聴講料 

 

区 分 入学金 授業料 実習費等 手数料 

学外者 50,000円 
1単位につき 

10,000円 

 必要な諸経費は別途

徴収する。 

10,000円 

在 

籍 

者 

 学則第18条

に係る在籍

者の場合 

0円 
1単位につき 

1,000円 
0円 

 その他の在

籍者の場合 
0円 0円 0円 

 

  

様式１ 短大部聴講生願書  
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様式２ 短大部聴講生許可証  
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様式３ 短大部聴講生払込金貼付用紙  

 



7 

 
 


